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『夜への長い旅路』論
-社会的階層構造と心理的深層を介した行動様式の複雑性-
大　野　久　美
序論
ユージン･オニールの功績はやはり,近代劇の基本としてのリアリズム,
つまり精密な写実,論理的な劇構成,明確な主題を用いてアメリカ現代劇
を確立したと言える｡彼の偉大さはリアリズムに止まらず,ギリシア劇,
フロイト,ユングなどの意識と無意識の流れの葛藤を個人だけではなく,
集団の中で深く掘り下げ,さらにはシンボリズムや表現主義を大胆に活用
するなど,さまざまな実験をリアリズム演劇に投入した｡この結果アメリ
カのリアリズム演劇に生気を与え,独自のアメリが寅劇を作り上げること
ができたと言える｡
本論で取り上げる『夜への長い旅路』はオニール最高のリアリズム劇の
傑作として高い評価を得てきた｡オニール作品群の中でとりわけ自伝的な
色彩が濃いことは言うまでもない｡しかしこの作品を単なる自伝的な作品
として見ることは大きな過ちとなる｡この点についてJohnHenry
Raleighが興味深い見解を示している｡
John Henry Raleighは, Long Day's Journey into Night (以下Jour-
neyと略す)をアメリカにおけるアイルランド･カトリシズムの最も偉大
1)
な文化表現であると明言した｡
オニールは深層構造を舞台で表現することに心血を注いだ劇作家であっ
たo Journeyとともにオニール劇の終盤を迎える時期に書かれた作品The
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IcemanCometh (1946) (以下Icemanと略す)がある｡拙論『パイプ･
ドリームの本質をめぐって』では,登場人物の深層心理に焦点を当てた｡
社会的表現主義から,個人的無意識層-集合的無意識層を介して超意識層
へと幕ごとに深まっているのである｡パイプ･ドリームに浸かった登場人
物の行動,言動はどれも複雑で多様性をもっている｡その行動や言動が各
階層の探層構造を介して表れるのである｡それ以上にこれまでの深層構造
をさらに深めたものがIcemanには見られる｡それは,個人的無意識層,
集合的無意識層,超意識層を包括した超絶意識層をオニールが表現したこ
2)
とである｡
Journeyには今までにない登場人物の深層心理が表れている｡その理
由は,アメリカ社会におけるアイルランド移民の家族像を浮き彫りにして
いるからである｡そのため当時の一般的なアイルランド移民の家族像を考
察した上で分析することが重要となる｡特に移民たちが抱く祖国への餐,
民族としての差別,信仰への弾圧に焦点を当てなければならない｡
さらにこの作品の背景を知るためにもアイルランド移民のアメリカでの
立場についての歴史的観点の認識が必要になる｡山田史郎氏の『祖国･階
級･信仰』の研究ノートにアメリカにおけるアイルランド移民についての
興味深い見解がある｡ 1840年から大量に流入し始めたアイルランドからの
移民は,在来アメリカ人によって担われることのない最底辺の仕事につい
たとされている｡東部･中西部の都市部では建設人夫や沖仲士や不熟練工
場労働者,また中西部の田舎や西部では鉄道敷設工や鉱夫などの仕事が,
アイルランド人移民の主な職場となった｡低賃金の過酷な労働で,しかも
季節性が強いが故の頻繁な失業等不安定な雇用に苦しめられただけではな
く1840年代では,在来白人が組織する労働組合はアイルランド人の参加を
拒絶することが多かった｡アメリカで禁酒運動が台頭する中で飲酒癖の強
いアイルランド人は犯罪や貧困を広める元凶とされた｡彼らは人種として
は,在来アメリカ人やイギリス系から区別される｢似非白人｣であり,む
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しろ黒人や中国人と同等祝されることもあった｡こうしたアメリカ社会に
よるアイルランド人移民認識を極限まで追い詰めたのが,ネイテイヴイズ
ムと呼ばれる反カトリック移民拝斥運動であった｡専制的で反共和主義的
なローマ･カトリック教会が,プロテスタントの約束の地アメリカを占領
しようとし,その先兵がアイルランド人移民に他ならなかった｡拝斥ムー
ドが高まるなかで｢カトリック｣と｢アイルランド人｣とが同義語となる
とプロテスタント長老派のアイルランド出身者たちは,自らを｢スコッ
チ･アイリッシュ｣と呼んで差異化しようとしたが,それに加えてカト
3)
リック系アイルランド人の排斥に荷担するようになったと指摘されている｡
これはアイルランド人がアメリカへ移住し,その後如何に迫害を受けて
きたかが推察できる｡これらの見解からもJohnHenryRaleighが
Journeyをアメリカにおけるアイルランド･カトリシズムの最も偉大な
文化表現であると明言したことは領ける｡
アイルランド移民にとってアメリカ社会から侮辱と噸笑の対象とされた
時代は19世紀末にアイリッシュの社会･経済的地位が向上するまで続いた
のである｡歴史的事実を辿ることによって,アメリカ社会での移民の階層
は明らかになってきたと言えるだろう｡本論ではこれらの民族性を社会的
階層構造として位置付けることによって,タイロン家の人々の心理的深層
構造を解明してゆきたい｡しかし,ここで重要なことはタイロン家の社会
的階層構造は極めて複雑な階層であることを明示する必要がある｡それは
アイルランドの移民としての民族性だけではなく,アメリカでヤンキー貴
族と戦いながら再編成されたアメリカン･アイリッシュであるということ
である｡なぜならタイロンことユージンの父ジェイムズ･オニール(1846
-1920)は移民であっても俳優になりアメリカの地で成功した移民なので
ある｡文字通りヤンキー貴族との戦いに勝利したのである｡しかし心底に
は移民として受けた筆舌に尽くせない辛苦がある｡さらにアイルランド移
民としての両親の深層心理だけではなく,それらを受け継いだ息子2人の
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アメリカン･アイリッシュの深層心理との絡み合いも表面的に措かれてい
る｡
舞台上で家族4人はお互いに痛いほど関わりと愛情を示すかと思うと,
憤怒に養われていた憎しみの過去の怨霊が顔を出し攻撃しあう｡次の瞬間
お互いが傷つき後悔の念に苛まれ,弁解し,放しを乞い合うことを繰り返
すのである｡これらの言動と行動は社会的階層構造の下から心理的構造を
介して表れたためである｡そして複雑な行動様式として,家族の相互関係
の中で矛盾した形で葛藤が繰り返されるのである｡例えばアイリッシュと
の結び付きの深いアルコールもこの劇を一一一層悲劇の方向-と進ませる要因
となる｡ウイスキーとモルヒネがすべての仮面を取り除くかのように朝か
ら夜-と舞台上の時が流れると共に,タイロンと息子たちのアルコールと
メアリーのモルヒネ摂取量は除々に増加する｡その他,寡,霧笛などを象
徴的に使うことで深層心理を表現する方法も使っている｡
極端な家族意識,反共同生活性,性的貞節,暴力,泥酔,交互にまた同
時に起こる愛情面での感傷と皮肉,病的な裏切り意識,能弁などこれらの
4)
心理はアイルランド民族性の歴史的特質の一部と考えられる｡
これらの民族性の特質が生まれた理由は,アイルランドからの移民の多
くが自ら望んでアイルランドを離れアメリカへ向かった訳ではなかったた
めである｡彼らは,チャンスを求めてやって来た自発的な移民としてでは
なく,無理にアイルランドから引き剥がされた不本意な追放者として我が
身を思っていた複雑な心境からであろう｡
オニールの両親は同じアイリッシュでありながら,底辺のアイルランド
5)
移民(ブラック･アイリッシュ)に属する父親とアイルランド移民であり
G)
ながら中流(レースカーテン･アイリッシュ)に属する母親と言うように
両親の社会的階層構造は,二つの階層に分かれる｡この異なる二つの階層
が十台となるのである｡それゆえ,夫婦関係,母親と息子たちの相互関係
と父親と息子たちの相互関係に違いが見られる｡その相互関係は兄と弟と
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の関係へと繋がってゆく｡ 2つの異なったアイリッシュ階層間の葛藤と亀
裂,ヤンキーによる軽蔑と冷遇,これらすべてが家族の不幸を助長したも
のと言える｡アメリカ社会に同化を試みたアイリッシュ移民がもたらす共
通の意識とも言える｡アイリッシュという一一つの民族性を基底にもった社
会的階層構造から,家族4人がどのような心理構造と行動様式を辿るかを
分析してゆく｡
Ⅰ　タイロン一家に見る社会的階層構造の内在化
ほとんどのアイリッシュ･カトリックの移民,特に19世紀の移民たちは,
貧しく,手に職もなくアメリカ社会経済の最底辺からまったく新しい生活
を始めることになった｡さらに,大部分がカトリックであった新たな移民
たちは,アメリカ生まれのプロテスタントには友好的に迎えられなかった｡
彼らが合衆国で出会った社会は,寛容さと社会的多元性を最初から欠いて
いたし,そのふたつを自然に身につけていくような社会でもなかった｡ア
イリッシュ自らが,時に激しい妨害にあいながらも,断固とした努力を重
7)
ねて,そのような社会を築き上げていかねばならなかった｡
このような状況の中でタイロンは俳優となりある程度の財を築き,
ニュー･ロンドンで夏別荘を構えるまでになった｡安定した生活を確保し
成功を収めた移民たちでさえ,苦々しさに彩られたひとつの遺産を子供た
ちに,そして孫たちに受け渡していった｡想像を絶するほどの苦難の後に
富と名声をアメリカ社会で築いたオニール家であったが,ヤンキー社会に
は到底受け入れてもらえることはなかった｡逆にオニール家も敢てヤン
キー社会に受け入れられたいと思うこともなかったようである｡この理由
として考えられることはあまりにも幸い思いをして獲得したアメリカン･
ドリームに対する,疑念またはアンビヴァレンスの表明である｡その結果,
故郷を強く慕う根深い感情が,アメリカに住むアイリッシュの間に広がっ
ていくのである｡
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ゆえに, 4人の共通意識にはアイリッシュに対する劣等意識と同時にア
イリッシュとしての民族としてのプライドが見られる｡それぞれがアイル
ランド人としてのアイデンティティーを維持しているとも言える｡これは
第1幕で2人の息子がショーネ-シーの豚の話を持ち出した時に明白にな
る｡ショーネ-シーはもちろんタイロンと同じアイリッシュである｡ハ-
カーは,スタンダード石油の百万長者である｡文字通りアイリッシュ対成
金ヤンキーの対決である｡この様子を両親に得意げに報告するエドモンド
の台詞が続く｡
Edmund: Well, you remember, Papa, the ice pond on Harker's estate
is right next to the farm , and you remember Shaughnessy
keeps plgS. Well, it seems there's a break in the fence and the
plgS have been bathing in the millionaire's ice pond, and
Harker's fわreman told him he was sure Shaughnessy had bro-
ken the fence on purpose to glVe his plgS afree wallow.
(725)
Edmund: ･ -He told me he never gave Harker a chance to open his
mouth. He began by shouting that he was no slave Standard
Oil could trample on.
He was a King oHreland, if he had his rights, and scum was
scum to him, no matter how much money it had st0-
len from the poor.　　　　　　　　　　　　　　　(726)
見事ショーネ-シーが,ハ-カーを言い負かしたことを話す｡これを聞
いたメアリーもタイロンも苦笑しながらも同じアイリッシュであるショー
ネ-シーの勝利を喜ぶ｡このエピソードはAMoonfortheMisbegotten
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(1947)でも登場する｡オニール作品の中でアイリッシュとしての民族意
識の誇りを強調する興味深い出来事として示されている｡
オニール家のように経済的に成功したアイリッシュでもアメリカ社会へ
の同化に苦しめられた｡その苦しみの根底には劣等意識があることは言う
までもない｡そこから逃れるためにアルコールに救いを求めるようになっ
たのは当然であろう｡ Journeyの男たちとアルコールは切り離すことは
できない｡ Icemanの中に登場する人達はパイプ･ドリームの中に自分の
幻影を見て夢を抱き暮す｡この幻影,夢が彼らを生かし続ける支えとなっ
ている｡幻影とアルコールには同様の救いの作用があると言える｡
メアリーはアイルランド系で裕福な商人の娘である｡まだ娘時代の美し
さを偲ばせる容姿を持っているが,リュウマナのため手は醜く節くれ立ち
歪んでいる｡彼女は娘時代スター俳優であったタイロンに憧れ,修道女か
ピアニストになるという夢を捨てて彼と結婚した｡
夫のタイロンとの家庭環境の違いは第1幕のト書きからも分かる｡
Her most appealing quality is the simple, unaffected charm of a shy
convent-girl youthfullness she has never lost - an innate un-
worldly innocence.　　　　　　　　　　　　　　　　　(718)
しかもメアリーが夫の結婚生活に不満を抱いていたことは次の台詞から
明白である｡メアリーがタイロンに不満をぶつける｡
Mary: ･ -But, naturally, a氏er i married an actor - you know how
actors were considered in those days - a lot or them gave me
the cold shoulder. And then, right a氏er we were married, there
was the scandal of that woman who had been your mistress, su-
1ng you. From then on, all my old丘iends either pitied me or cut
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me dead. I hated the ones who cut me much less than the piti-
erS.
(764)
このようなメアリーが属する階層はアイリッシュでもレースカーテン･
アイリッシュの中流階層である｡反対に,夫の属する階層はブラック･ア
イリッシュである｡この階層の相違がメアリーの神経質な性格や対人関係
の中に見られるのである｡この2人の登場場面のしぐさ,容姿,服装など
からして同じアイリッシュで育った同士でも全く異なる点が明らかになる｡
それらの相違点を次のト書きから判断できる｡
James Tyrone is sixty-five but looks ten years younger. About
five feet eight, broad-shouldered and deep-chested, he seems taller
and slenderer because of his bearing, which has a soldierly quality
of head up, chest out, stomach in, shoulders squared. His face has
begun to break down but he is still remarkably good looking - a
big, finely shaped head, a handsome profile, deep-set light-brown
eyes. His grey hair is thin with a bald spot like a monk's tonsure.
The stamp of his profession is unmistakably on him. Not that he
indulges in any of the deliberate temperamental posturings of the
stage star. He is by nature and preference a simple, unpretentious
man, whose inclinations are still close to his humble beginnings and
his Irish farmer forebears. But the actor shows in all his unconscious
habits of speech, movement and gesture. These have the quality of
belonging tO a Studied technique. His voice is remarkably fine,
resonant and flexible, and he takes great pride in it. His clothes,
assuredly, do not costume any romantic part. He wears a threadbare,
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ready一made, grey sack suit and shineless black shoes, a collar-less
shirt with a thick white handkerchief knotted loosely around his
throat. There is nothing picturesquely careless about this get-up. It
is commonplace shabby. He believes in wearing his clothes to the
limit ofusefulness, is dressed now for gardening, and doesn'tgive a
damn how he looks. He has never been really sick a day in his life.
He has no nerves. There is a lot orstolid, earthy peasant in him,
mixed with streaks of sentimental melancholy and rare 凸ashes of
intuitive sensibility.　　　　　　　　　　　　　　　　　　(718)
Mary is fifty-four, about medium height. She still has a young,
graceful figure, a trifle plump, but showing little evidence of middle-
aged waist and hips, althoughshe is not tightly corseted. Her face is
distinctly lrish in type. It must once have been extremely pretty, and
is still striking. It does not match her healthy figure but is thin and
pale with the bone structure prominent. Her nose is long and straight,
her mouth wide with full, sensitive lips. ......What strikes one
immediately is her extreme nervousness. Her hands are never still.
They were once beautiful hands, with long, tapenngfigures, but
rheumatism has knotted the joints and warped the丘ngers, So that
now they have an ugly crlppled look. One avoids looking at them, the
more so because one is conscious she is sensitive about their
appearance and humiliated by her inability to control the neⅣousness
which draws attention to them. She is dressed simply but with a sure
sense of what becomes her.
Her hair is arranged with fastidious care. Her voice is soft and
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attractive. When she is merry, there is a touch oHrish lilt in it.
(718)
しかし,メアリーはタイロンと結婚をしなければもっと裕福で,素敵な
生活を送れるのにといった昔の自分への憧れがある｡
タイロンはアイルランドの百姓でひどい貧困との戦いを通じて彼は金の
価値というものに捕われるようになった｡その当時の様子を息子エドモン
ドに語る｡
Tyrone: - ･My mother was le氏, a stranger in a strange land, with
fbur small children. - ･There was no damned romance in our
poverty. Twice we were evicted from the miserable hovel we
called home, with my mother's few sticks of furniturethrown
out in the street, and my mother and sister crylng. I cried, too,
though I tried hard not to, because l was the man of the
family. At ten years old! There was no more school for me. I
worked twelve hours a day ln a machine shop, learnlng tO
make丘les.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(807)
すでに10歳の時に自分ひとりの力で家族全部を養っていかねばならな
かった｡そして,この貧困との戦いを通じて彼は金の値打ちというものに
捕われるようになってしまった｡俳優であり折角の名優である器をもちな
がら,ただ金銭的な成功を狙ったために, 『モンテクリスト伯』という芝
居で一生同じ役を演じて未完の大器だという器をそのまま駄目にしてしま
うのである｡タイロンの客番はアイリッシュとしての家系を辿ることに
よって理解できる｡オニールの父ジェームズ(舞台上ではタイロン)が生
まれた時,アイルランド島はじゃがいもの凶作によって大飢健に襲われた
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最悪の年に何百何千という人々が飢えと病気で死んでいった｡このじゃが
いも飢健は単に飢鯉による死亡や人口の流出にとどまらずアイルランド社
会を根底からゆきぶり,人々の営み-政治･文化･社会･構造･宗教･
共同体･家族･生活習慣-全体に大きな衝撃をあたえ多数の移民を発生
8)
させたと言われている｡ジェームズの父,エドワードは家族でアメリカへ
渡り移民となった｡しかし,エドワードは家族を捨ててアイルランドに帰
国してしまう｡この父親の出奔によってジェームズは一家を養うことと
なった｡
一方メアリーは裕福な家に生まれ,尼になる夢を見ていた｡それがタイ
ロンという1歳年上の人気役者と恋に落ち全てが変わる｡当時のメアリー
の心情を表わした台詞である｡女中のキヤスリーンに幸福だった頃の思い
出を話す｡
Mary: - ･If you think Mr. Tyrone is handsome now, Cathleen, you
should have seen him when I first met him. He had the
reputation of being one or the best looking men in the country.
The girls in the Convent who had seen him act, or seen his
photographs, used to rave about him. He was a great matinee
idol then, you know. - ･You can imaglne how excited l was
when my father wrote me he and James Tyrone had become
鉦iends, andthat I was to meet him when I came home for
Easter vacation. I showed the letter to allthegirls, and how
envious they were!　　　　　　　　　　　　　　　(777)
メアリーは裕福な中流階層であった｡彼女の母親はタイロンとの結婚に
反対していた｡メアリーは憧れの男性と結婚することはできたのであるが,
この夫婦の社会的階層構造には相違点があった｡その理由として,この2
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つの社会的階層構造は生活意識,環境,社会通念が異なるだけではなく,
りl
相互間の意識もきわめて対照的なものであったと考えられる｡
メアリーが結婚生活で我慢ならなかった点は比較的低い社会階層である
夫の職業,客を迎えることもできない｢モンテ･クリスト｣の夏別荘のみ
すぼらしさ,そしてアイリッシュお断りというマージナルなアイリッシュ
1り)
労働者階級の身分などが挙げられる｡メアリーが劇の中で結婚に対しての
不満をぶちまける台詞である｡
Mary: But I must confess, James, althoughI couldn't help loving you,
I would never have married you if I'd known you drank so
much. I remember the flrSt night your barroom friends had to
help you up to the door of our hotel room, and knocked and
then ran away befわre I came to the door. We were still on our
honeymoon, do you remember?　　　　　　　　　　(783)
タイロンはお酒で過去の不満,後悔を紛らわそうとする｡妾メアリーも
夫の飲酒癖,そして,特に幼い息子に薬の代わりに酒を与える｡このよう
な夫の無分別が息子を自堕落な酒飲みにしたと非難する｡タイロン親子二
feのアルコール依存は,家系,さらにはその家系を含めたアイリッシュの
民族性へと波及していく｡アルコールと密接な関係をもつ民族性と言える
かもしれない｡しかしこの関係は当然とも言える｡餓死から逃れるために
アイルランドからアメリカへ渡って来たアメリカ大陸でも,アイルランド
人の貧しい奴隷のような身分は何ら変わらなかったのである｡低賃金の肉
体労働しか与えられない生活の憂さ晴らしをアルコールに求めたのは当然
であろう｡妻に自分の家系を愚弄されタイロンは怒り心頭する｡そして自
然に貧困ということに対して恐るべき恐怖感が体に染み込んでしまうので
ある｡
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夫とアルコールの関係はタイロンの社会的深層構造を表わしている｡そ
の要素は息子たちにも引き継がれていく｡また,メアリーは孤独と苦しみ
の解消をモルヒネに求めながら,モルヒネに犯されていく｡これは異なる
社会的階層構造を持ちながらもアイリッシュ･カトリック移民としての悲
しき共通の意識と言える｡メアリーに見られる二面性は,処女マリアを崇
拝する一方で,他方モルヒネ中毒患者としての面はアイリッシュとしての
社会的階層の複雑な内在化を示していると言える｡
アルコールとともにタイロンの客番は家族に不幸をもたらしたと言える｡
お金のかからない薮医者に診せたことによって,妻メアリーがその結果モ
リヒネ中毒患者になったと息子たちに責められる｡エドモンドが結核に
なった時も安いサナトリウムに入れようとしたことをジェイミ一に攻めら
れる場面がある｡
幼い頃,許されなかった富への願望そして貧しさに対する極度の恐怖こ
れらが脅迫観念となったことも事実である｡それ以上に｢貧しく,無知な
アイリッシュ｣その言葉が表す家柄を消したいという執念ゆえのことでは
なかったのか｡ただ,忘れてはならないことは,アイリッシュ･アメリカ
ンとしての強い民族的意識とプライドをもっていた｡巡業中でも日曜のミ
サには欠席しなかった敬慶なカトリックであった｡この敬慶さは妻と共通
する点である｡アメリカ社会での同化が出来ないのはタイロンだけではな
く妻も2人の息子も同じと言える｡家族4人は人々と交わることができな
いと言うより,あえて交わろうとしないのである｡タイロンの各密は日常
生活にも染み付いているようだ｡例えば,ト書きにもあるようにタイロン
は服をぼろぼろになるまで着るという主義であり,今は庭の手入れのため
にこんな古着を着ているわけだが,およそなりふりかまわぬのである｡こ
うした姿が周囲にどのように映ったかは想像できる｡
4幕で息子エドモンドに悔恨の念を語る場面がある｡
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Tyrone: ･ -That God-damned play I bought fわr a song and made such
a great success in - a great money success - it ruined me
with its promise of an easy fわrtune. I didn't want to do
anything else, and by the time I woke up to the fact I'd
become a slave to the damned thing and did try other plays,
it was too late. They had identified me withthat one part,
and didn't want me in anything else. They were right, too. Ⅰ'd
lost the great talent I once had through years or easy
repetition, never learnlng a new part, never really working
hard.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(809)
金儲けのための地方巡業でマンネリ化に落ち入り,俳優としての折角の
才能を台無しにしてしまった悲劇の主人公がタイロンだった｡アイリッ
シュとしてアメリカで夢を実現したようであったが,シャンティーとして
の社会的階層を消し去ることはできない｡その結果,夢への挫折,孤独,
そして家庭崩壊の現実を歩むことになる｡夢,孤独,家庭崩壊へのプロセ
スはメアリーにも当てはめることができる｡夢への挫折はメアリーにとっ
ても同様である｡つまり,憧れた俳優との結婚生活への挫折,それが生み
出した孤独-の逃避そのために起こる妻として母としての挫折感,さらに
家庭崩壊へと繋がっていくことになる｡
この挫折,孤独,崩壊という社会的階層が生み出した悲劇の要素が息子
たちにどのように受け継がれているのか｡しかし2人の息子ジェイミ-と
エドモンドは両親の立場とは異なる｡彼らは移民としての血を受け継いで
いるがアイリッシュ･アメリカンである｡それぞれのトガキからも分かる
ように外見からはアイリッシュの血統であることは明白である｡
Jamie,the elder, is thirty-three. He has his father's broad-
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shouldered, deep-chested physique, is an inch taller and weighs less,
but appears shorter and stouter because he lacks Tyrone's bearing
and graceful carrlage. He also lacks his father's vitality. The slgnS Of
premature disintegration are on him. His face is still goodllooking,
despite marks of dissipation, but it has never been handsome like
Tyrone'S, although Jamie resembles him rather than his mother. He
has fine brown eyes, their color midway between his fat.her's lighter
and his mother's darker ones. His hair is thinnlng and already there
is indication of a bald spot like Tyrone'S. His nose is unlike that or
any other member of the family, pronouncedly aquiline. Combined
with his habitual expression of cynlCISm it gives his countenance a
Mephistophelian cast. But on the rare occasions when he smiles with-
out sneering, his personality possesses the remnant or a humorous,
romantic, irresponsible Irish charm-that of the beguiling ne'er-do-
well, With a strain or the sentimentally poetic, attractive to women
and popular with men. He is dressed in an old sack suit, not as
shabby as Tyrone'S, and wears a collar and tie. His fair skin is sun-
burned a reddish, freckled tan.
(722)
エドモンドに嫉妬し彼を自堕落な道へと招くのもジェイミ-である｡
ジェイミ-の放蕩もアイリッシュの呪いの産物であると言える｡
アイルランド文化におけるピューリタン的局面に対する男性の反抗が生
ililE
み出したものは｢やくざ者｣であると言われている｡ ｢やくざ者｣の特徴
はハンサム,ユーモアのセンスがある｡まさにジェイミ-から推察される
ところである｡愛されていて無責任,職に就けない,酒,女に身を捧げる｡
所謂,メフィストフェレス的である｡それはジェイミ-のうちに孤立,崩
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壊の意識を深化させる｡メアリーの麻薬とジェイミ-のアルコール中毒は
共通のところがある｡それは次の台詞からも明らかである｡
Jamie :...I'd begun to hope, if she'd beaten the game, I could, too.
(818)
自己の新しい生活-の希望は,母が麻薬を断つことによって成就するの
であるとジェイミ-は思う｡この点からも母メアリーから受け継いだもの
は大きいと言える｡
ウイスキーによって仮面が剥がされたジェイミ-は真実を語る｡彼の告
白によって母-の愛憎が明らかに示される｡この愛憎は社会的階層構造を
介した複雑な行動様式の一つの表われでもある｡母の醜い中毒女としての
姿に言い放つ言葉である｡
Jamie : Where's the hophead?
(818)
エドモンドは母を罵倒した兄を殴りつける｡ 2人は殴り合いの後,ジェ
イミ-は殴られて当然だと言いながら母への想いを語る｡さらに,弟エド
モンドにも暴言を吐くがジェイミ-は同時に深い愛情をもっていたことも
明らかになる｡しかし,彼の心情は家族に伝わることはない｡二面性に苦
しむジェイミ-の姿は印象的である｡この二面性もメアリーと似通ってい
る点と言える｡言い換えればアイリッシュでありながらアメリカに同化し
なければならないが同化できない歯痔さの表れでもある｡
これらの複雑な行動様式はジェイミ-の中の厭世的でメフィストフェレ
ス的な人生観が基盤となっているものである｡また,この人生観はアイル
ランドの移民としての社会的階層の複雑な内在化としての表れであると言
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える｡
エドモンドは旅役者の子としてホテルからホテル-の生活,夏は
ニュー･イングランドのサマー･ハウスで目に見えない人種的偏見と差別
を感じながら過ごす｡敬虜なアイリッシュ･カトリック教徒として育てら
れカトリック系の寄宿学校に通っていた頃,母が麻薬中毒であることを知
る｡それが原因で教会通いを止めることになる｡極度に神経質そうな様子
が母親に似ていることが次のト書きからも明らかである｡
Edmund is ten years younger than his brother, a couple of inches
taller,thin and wiry.Where Jamie takes after his father, withlittle
resemblance to his mother, Edmund looks like both his parents, but is
more like his mother. Her big, dark eyes are the dominant feature in
his long, narrow Irish face. His mouth hasthe same quality of
hypersensitiveness hers possesses. His high　forehead is hers
accentuated, with dark brown hair, sunbleached to red at the ends,
brushed straight back from it. But his nose is his father's and his face
in profile recalls Tyrone'S. Edmund's hands are noticeably like his
mother'S, withthe same exceptionally long fingers. They even have to
a minor degree the same nervousness. It is in the quality of extreme
neⅣous sensibility that the likeness or Edmund to his mother is most
marked.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(723)
兄の影響から無政府主義に傾倒し放蕩行為を覚える｡第4幕で気がめ
いって自噺的になっているエドモンドは霧の中にいる時だけ安らぎを覚え
ると述べている｡
Edmund : …The f♭g and the sea seemed part of each other. It was like
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walking on the bottom of the sea. As if I had drowned long
ago. As ifl was a ghost belonglng tO the f♭g, and the fわg was
theghost of the sea. It felt damned peaceful to be nothing
more than a ghost within a ghost.　　　　　　　(796)
このエドモンドの心境と似通った点が次のメアリーの台詞に表れている｡
第3幕で女中キヤスリーンにメアリーは霧について話す｡
Mary :...I really love fog....It hides you from the world and the world
from you. You feel that everything has changed, and nothing is
what it seemed to be.　　　　　　　　　　　　　　　　(773)
霧はメアリーとエドモンドにとって自分を外の世界から隠蔽してくれる
ものとして捉えられている｡
しかし霧笛には異なる台詞を発する｡
Mary:It's the fbghom I hate. It won't let you alone. It keeps
reminding you, and wamlng you, and calling you back.
(773)
霧笛はタイロン家にとっての悲劇的な運命を象徴させる要素となってい
る｡
エドモンドは家族の中で一番アイリッシュとしての社会的階層が分析し
にくい人物と言える｡その理由は一番アイリッシュ･アメリカンとして同
化しようとしているからである｡彼は家族の嘆き,怒りの言葉を聴く役で
あり舞台でも動きのない役柄である｡これは,母の麻薬中毒はエドモンド
の誕生が引き金になっているためでもある｡父も兄も母親自身もそう考え
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るのである｡そのため決して自ら積極的に意見を言わない｡しかし,両親
の才能を充分受け継いだのは兄よりもエドモンドの方であろう｡
そのエドモンドが告白をする場面は4幕に集中している｡告白すること
で父と理解し合えることができる｡父も始めてアイルランドの移民として
の苦労話を語る｡息子エドモンドもアイリッシュの血を自覚するに至るの
である｡同時にアイリッシュとしてのペシミステックな部分を認める｡し
かし兄ジェイミ-と同様ペシミステックな部分を持っているが行動様式は
異なっている｡エドモンドは自分を見つめ同時に家族のことも理解しよう
とする｡エドモンドすなわちユージン･オニールは,アイリッシュ･アメ
リカンとしての強い民族的意識とプライドを受け継ぎ劇作家として歩み出
すことになる｡
Ⅲ　社会的階層構造がもたらしたアイデンティティーの多様性
アイリッシュ･アメリカンからアメリカン-の移行でのそれぞれのアイデ
ンティティー
(1)メアリーの場合　　アイリッシュとしての真のアイデンティティー
Ⅰで述べたように夫とは同じアイリッシュでも階層が違い育った環境が
全く異なる｡それは舞台の初めの夫婦の会話をみても判断できる｡夫婦の
何気ない会話であるように聞こえるかも知れないが2人の異なった社会的
階層を基本に考えると妻を思いやる夫の優しさが読み取れると同時に夫に
対して,妻は思うがままに自分の意思をストレートに伝えている｡もっと
深く読み取ると,夫を見下した言動にも聞こえる｡
TyTOne: You're a fine armful now, Mary, withthose twenty pounds
you've gained.
Mary: I've gotten too fat, you mean, dear. I really ought to reduce.
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Tyrone: None of that, my lady! You're just right. We'll have no talk of
reducing. Is that why you ate so little breakfast?
Mary: So little? I thought I ate a lot.
Tyrone: You didn't. Not as much as I'd like to see, anyway･
Mary: Oh you! You expect everyone to eatthe enormous breakfast you
do. No one else in the world could without dying of indigestion.
(719)
さらにその傾向が具体化されるのは｢いびきの音｣についての言及であ
る｡夫のいびきの音が大きくて霧笛か,いびきか区別がつけられなかった
と夫の無神経さを皮肉で話す｡
さらに2幕では前場より一層目に輝きが増し言動に｢奇妙なよそよそし
12)                                                       13)
さ｣が漂う｡母親に向かってジェイミ-が｢僕は盲目じゃないぜ｣と吐き
捨てるように言う｡
Mary: None of us can helpthe things life has done to us･ They're done
befbre you realize it, and once they're done they make you do
other things until at last everything comes between you and
what you'd like to be, and you've lost your true self fbrever･
(749)
メアリーは｢私たち誰にだってどうにもなりはしない,人生の手から身
を守るなんて｡理想と自分の間にありとあらゆるものが立ちはだかって邪
魔をする｡こうして永久に本当の自分というものを失ってしまうのだ｣と
言う｡居間に戻ったタイロンとメアリーとの間に互いに対する不信感が目
立ち出す｡
2幕2場ではメアリーは一層ひどくそわそわしている｡彼らと一緒に
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座っているのが,耐え難い様子だった｡メアリーは一同に構わず,しゃべ
り続けている｡彼女は幕を追うごとに自己を家族の前に曝け出す｡特に,
夫タイロンを激しく責める｡
Mary : -.It doesn't matter any more, but it's always seemed to me
your father could afford to keep on buying property but never to
glVe me a home.　　　　　　　　　　　　　　　　(756)
メアリーは｢お父さんという人は土地を次から次へと買うお金はあって
も私に家庭を作ってくれるお金は無いんだものね｣と不満をぶちまける｡
さらに,結核にかかり,医者に診てもらうことになったエドモンドに向
かって,自分が麻薬中毒になったのは医者のせいなのだと,このためにす
べての医者を憎むと怒りの言葉を投げかける｡
Mary : -And yet it was exactly the same type of cheap quack who
first gave you the medicine - and you never knew what it was
until too late! ∫ hate doctors!　　　　　　　　　　　　　(757)
Tyrone ･. Mary! For God's sake, forget the pastT.
Mary:...The past is the present, isn't it? It's the future, too. We all try
to lie out of that but life won't let us. I blame only myself. I
swore a氏er Eugene died I would never have another baby. I
was to blame fわr his death.‥.Jamie would never have been
allowed, when he still had measles, to go in the baby's room.
(heT･ face hardening) I've always believed Jamie did it on
purpose. He was jealous of the baby. He hated him……Above
all, I shouldn't have let you insist I have another baby to take
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Eugene's place, because you thought that would make me fわrget
his death.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(765)
｢タイロンが昔のことは忘れておくれ!｣と懇願する時,メアリーは｢な
ぜ?どうして忘れられるの?　過去とは現在のこと,そうではなくて?
そしてまた未来のこと｡わたしたちは嘘をついて過去から逃れようとする｡
でも駄目-人生がそんなことを許さない｣と反論する｡
メアリーは過去に遡ることで,本来の自己を取り戻そうとする｡しかし,
それは余りにも悲惨な出来事であった｡今いる場所で自分を保たせるには,
モルヒネによる妄想の世界に依存するしかないのである｡これはIceTnan
に見られるパイプドリームの世界観に似ている｡つまりIcemanに登場す
る酒場の人達はパイプドリームの中に自分の幻影を見て夢を抱き暮す｡こ
の幻影,夢が彼らを生かし続ける支えともなっている｡
メアリーは3人の男達(夫,息子たち)の共通の願いである麻薬を立ち
切ってほしいという思いを受け止めることは全くできない｡メアリーはさ
らに懇願するように次の台詞を述べる｡
Mary:.-But some day, dear, I will find it again - SOme day when
you're all well, and I see you healthy and happy and
successful, and I don't have to feel guilty any more - Some
day when the Blessed Virgin Mary fbrglVeS me and gives me
back the faith in Her love and pity I used to have in my
convent days, and I can pray to Her agaln -When She sees
no one in the world can believe in me even fわr a moment any
more, then She will believe in me, and with Her help it will be
SO eaSy･
(770)
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この台詞からも解るように，メアリーは過去に自分を引き戻すことで幸
せだったあの頃のことを思い出す。しかし過去に自分を引き戻してくれる
のは，不幸にもモリヒネしかないのである。メアリーにとっての不幸な現
在の姿は，夫タイロンのブラック・アイリッシュとしての苔膏のせいであ
ると常に夫を責めるのである。
第3幕でメアリーが女中を相手に麻薬の効果を遠回しに述べている。
Maη: It kills the pain. You go back unti1 at last you are beyond its 
reach. Only the past when you were happy is real. 
(777) 
すっかり過去に戻り，産な修道女学院の生徒を思わせる微笑を浮かべる。
メアリーは過去のことを話している時は安定しているが現実に戻ると不満，
不安を息子や夫に抱くようになるo
3幕後半で夫に対しとうとうアイルランド人としてのルーツを責めよう
とする箇所がある。ついに「貧乏のどん底で，本当に教養もなにも無いア
イルランドの田舎者ばかりだ、った」と夫を罵る。
妻からの攻撃にも夫タイロンは立ち諌むしかない。アイリッシュ・アメ
リカンに成り切れない打ち投がれた老人の姿に見えるo最終幕で夫，息子
たちはメアリーを狂乱した妻，母として見詰める。
ウェデイングドレスを引きずり登場する最終幕のシーンである D ぼんや
りと周囲を見るが，ふたたび、眉を寄せるo辺りを見回し夢遊病者のように
ジ、ェイミーの椅子の後ろを通り，さらにエドモンドの後ろを通って舞台左
手前面に進み出るO 夢見るように驚くほど若返った無邪気な顔をして次の
台詞を言う o
M出γ:…1told her 1 wanted to be a nun.….But Mother Elizabeth told 
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me 1 must be more sure than that， even， that 1 must prove it 
wasn't simply my imagination'" and then if after a ye紅白two
1 stil felt sure， 1 could come back to see her and we would talk 
it over again.・.. 1 knew she heard my prayer and would always 
love me and see no harm ever came to me so long as 1 never 
lost my faith in her'" That was in the winter of senior year. 
Then in the spring something happened to me. Yes， 1 
remember. 1 fel in love with J ames Tyr one and was so happy 
for a time. (827) 
メアリーは独り過去の幸せな自分に浸る。その過去とはアイリッシュと
して生きた若き時代に戻って行くことである。このアイリッシュとして生
きた若き時代こそがメアリーにとっての真のアイデンテイティーの表れで
ある D
(2) タイロンの場合
アイリッシュとしてのプライドにみるアイデンテイティー
タイロンの父は家族を棄てて故郷に死に帰り，残された一家は異郷の地
で餓死すれすれの生活を送る。彼も幼い時から働きに出て一家を養い，お
金の得難さを骨身に泌みて感じる。彼は若い時役者になって成功した時，
一時はシェイクスピア劇にも重要な役で出演して好評を博し将来を嘱望さ
れたことがあったほどであるo しかし， rモンテクリスト伯』で主人公を
演じて大当たりをとり，その劇をやりさえすれば大金が稼げるようになっ
たが反面他の役ができなくなって名優になり損なったことを今は後悔して
いる。彼はどこか聞が抜けていて，寄膏癖がある一方，不動産屋の口車に
乗り他の人が買わないような「お買い得」の土地を買って大抵は損をする。
彼にはお人よしの一面がある。それもこれも救貧院で生涯を終えることを
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恐れるためである｡
彼の口癖の一つは息子たちに向かって言う次の台詞である｡
Tyrone : …A dollar was wor仇So much then. (808)
Tyrone : ‥.The poor old ham! But the final curtain will be in the
poorhouse just the same, and that's not comedy!
(794)
息子たちは父の客番癖に嫌気をさしている｡エドモンドは母がモルヒネ
中毒患者になったのは父が費用のかからない薮医者に母を診せたためだと
父を非難する｡父と息子の対立は劇中の至るところに見られる｡
Tyrone: …Ⅰ'Ve spent thousands upon thousands in cures! A waste.
What good have they done her? She always started agaln.
(803)
Edmund: …You've dragged her around on the road, season a洗er
season, on one-night stands, with no one she could talk to,
waiting night after night in dirty hotel rooms for you to
come back with a bun on a氏er the bars closed! Christ, is it
any wonder she didn't want to be cured. Jesus, when I
think of it l hate your guts!　　　　　　　　　　(803)
Tyrone: Edmund! How dare you talk to your father likethat, you
insolent young cub!　　　　　　　　　　　　　　(803)
アイルランドの移民として生きた父とアイリッシュ･アメリカンとして
生きた息子との対立が伺える｡同様の対立は長男ジェイミ-と父の間にも
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見られる｡
タイロンはアイリッシュ･カトリックとして強い信仰心をもっている｡
息子たちに｢カトリック教という唯一無二の信仰を全くないがしろにして
しまっている｣この事も息子たちとの対立の大きな原因になっている｡さ
らに｢お前たちの不信心の行くつく所はたった一つ自滅じゃないか!｣と
付け加えて怒鳴る｡
Tyrone:...You've bothflOuted the faith you were born and brought up
in- the one true faithof the Catholic Church - and your
denial has brought nothing but selfJdestruction!
(759)
タイロンはアイリッシュ･カトリックとして強い民族的意識とプライド
を持っていた｡
第2幕で父タイロンにジェイミ-が弟エドモンドを安いサナトリウムに
入院させようとしたことに強く反発する場面がある｡
Jamie:...What rm afraid of is, with your Irish bog-trotter idea that
consumption is fatal, you'll figure it would be a waste of
money to spend any more than you can help.
Tyrone: I have every hope Edmund will be cured. And keep your dirty
tongue offIreland! You're a fine one to sneer, with the map of
it on your face!　　　　　　　　　　　　　　　　(761)
ジェイミ- ｢俺が怖いのは,あんたが例のアイルランドの百姓根性で,
肺病は不治の病だと思い込み,必要以上に金を出しても結局無駄だなどと
言い出しかねねえってことさ｣ (第2幕,第2場)とアイリッシュである
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ことを引き合いに出し攻撃する｡それに対してタイロンは｢エドモンドは
治る｡俺は固く信じてるんだ｡それにアイルランドの悪口はよせ!　自分
自身どこから見てもアイルランド面をしていながら,鼻先で笑うとは何事
だ!｣と怒りを爆発させる｡
この台詞にはアイルランドとしての民族意識が強く表れている｡タイロ
ンはアイリッシュとして,アメリカである意味成功を果たした人物であろ
う｡その信念と努力を全く家族には理解されていない｡むしろ非難の的と
なってしまっている｡いくつかの問題点はあっても一家の長として家族を
護ってきたのである｡それに対しあまりに報われない人生であったかのよ
うに写る｡タイロン自身が自己と向き合うのは最終幕になる｡
4幕でトランプをしながらタイロンは息子エドモンドに半生を赤裸々に
語る｡幼い時代の苦労話,アメリカに移民として渡ってからの筆舌に尽く
せない労苦を語るのである｡同時に観客はオニール家の歴史を垣間見るこ
とができよう｡タイロンの悔恨の念を読み取る象徴的な台詞である｡
Tyrone:...Yes, maybe life overdid the lesson for me, and made a dollar
worth too much, and the time came when that mistake
ruined my career as a且ne actor.　　　　　　　　　(809)
タイロンは,ここでやっと過去の自分と向き合うことができたのである｡
これは真実の自己の叫びでもある｡これまで家族に隠し誰にも伝えられな
かった移民としての魂を主張するに至る｡
(3)ジェイミ-の場合　　アイリッシュとしての抑圧への抵抗
ジェイミ-は父親似であるが父ほど容姿端麗ではなく酒と放蕩のため既
に肉体の衰えの兆しを見せ始めている｡かつては優秀な学生で人好きのす
る少年であった｡ところが酒を飲み始めてから,彼が通ったどの学校から
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も放校処分を受けるような無軌道な生活を送る｡彼は30歳を越えた今も真
剣に自立の道を探そうとせず父親の顔で彼の劇団の端役や裏方の仕事を
やって僅かな収入を得ている｡しかし,その金もすぐに酒と娼婦買いに浪
費してしまい父親タイロンにとってはエドモンドより悩みの種となってい
る息子である｡その癖,父親の客番癖には反発し意見を言うことも慣らな
い｡
劇中でも彼は父から受け継いだアイリッシュ的要素は多い｡タイロンは
15)
エドモンドに｢ジェイミ-は酒と女,これが奴の野心だと｣と,息子の健
全でない様子を嘆く｡
このようにジェイミ-は家族の中でも厄介な存在ではあるが,母への渇
16)
望する思いは,エドモンドよりも強い｡ ｢あの中毒女｣と母親のことを罵
るがモルヒネを打つ母親の姿を最初に目撃した時のショックは測り知れな
いものがあった｡その衝撃を弟エドモンドや父タイロンに向けることに
よってしか生きられないのであろう｡彼の奥底には母,弟を思う気持ちに
溢れているように思える｡母を思う気持ちが強ければ強いほど母のモルヒ
ネに犯された醜い姿は見るに耐えないものがある｡
反対に父親には悪態を突きたい放題である｡ジェイミ-とタイロン父子
の対立は劇の最初から感じられる｡
彼が本心を吐露,告白するのはやはり父,弟と同様最終幕である｡
Journeyの男たちは自己告白をし,ある意味では和解しようと試みる｡
しかしメアリーにはその意志はまったく見られない｡過去-と退行してゆ
くだけである｡
いつものように泥酔したジェイミ-が戻って来る｡エドモンドに対して
本音をぶつけると同時に,真実の自分と向き合うことになる｡
Jamie : …Never wanted you succeed and make me look even worse by
comparison. Wanted you to fail.Always Jealous of you. Mama'S
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baby. Papa's pet!
….I love you more than I hate you. ….I hate myself‥.‥The
dead part of me hopes you won't get well. Maybe he's even
glad the game has got Mama agaln! He wants company, he
doesn't want to be the only corpse around the house! …
Only don't fわrget me.… So go and get well. Don't die on me.
You're all I've got left. God bless you,Kid.　　　　　(820)
｢お母さんの子,親父のお気に入り!｣と愚弄し, ｢だが実はな,お前
にいっぱしの人間になられると俺が困るのき,比較されるとますます冴え
なくなるからな｡お前が失敗してくれりゃいい,お前がやける｣と異様な
真剣さでエドモンドを見詰める｡さらに自己矛盾ともとれる言葉が続く｡
｢俺はお前を憎む,だがそれ以上に愛してもいるんだ｡ ･ ･ ･俺は自分が
憎い｡俺の中の死んじまった部分は,お前の病気なんか良くなるなと思っ
ている｡おふくろがまた薬をやり出したのまで嬉しがってる!道連れが欲
しいんだ｡家中でたった一人の生ける屍なんてのは,やり切れねえから
な!｣続けて｢俺のことは忘れないでくれ, ･ ･ ･病気を直して来い,俺
を袖にして死ぬんじゃないぞ｡お前だけだ,俺に残されたのは｡神様,こ
の子にお恵みを｣と言いながら,ごろ寝を始める｡
ジェイミ-はオニール家の長男としてそしてアイリッシュ･アメリカン
として育てられた｡しかし彼は,アイルランド人としての共通の民族意識
にも抵抗しアメリカ人としての意識も自覚できない｡まさに｢根無し草｣
であると言えよう｡安住する場所を誰よりも探し求めていたに違いない｡
その補償作用として｢女,酒｣に溺れたとも理解できるのではないだろう
か｡
父の期待に応えることは,つまりアイリッシュとしての抑圧を感じるこ
ととなる｡しかしその期待に応えることができないジェイミ-は,一家の
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中で自己疎外を意識することとなる｡長男ジェイミ-の真意は,彼が引用
するRossettiの詩の引用に現われている｡
"Look in my face. My name is Might-Have-Been ;
I am also called No More, Too Late, Farewell.'' (822)
この詩は彼の墓碑銘にもなっている｡ (第4幕)
4幕で彼は本来の自己の姿を見つめることとなる｡ジェイミ一にとって
父からの自立こそがアイリッシュとしての抑圧に対しての抵抗となる｡し
かし,それを現時点で果たすことはできない｡彼の複雑な心が叫ぶ自己矛
盾に苦悶している姿は,アイリッシュ･アメリカンとして同化できなかっ
た父タイロンの姿と同一視しているようである｡
(4)エドモンドの場合　　アイリッシュ･アメリカンからアメリカンへ
実際のオニールにとって1912年は自殺未遂,最初の離婚,肺結核,サナ
トリウムの生活,劇作家への興味と彼にとっての転機の時であった｡この
点からもエドモンドとユージンを対比するのは難しいことである｡この作
品は自伝劇と言われているが,多少真実と異なっている点が見られるから
である｡結核に罷ったのは舞台では夏となっているが,実際では秋以降で
ある｡これは母メアリーのモルヒネの症状との相乗効果のために時期を早
めたと言われている｡また, 1912年はすでにオニールは最初の妻キヤサ
リーンと離婚していた｡この点を敢て書かなかったのは,この劇を執筆し
ていた頃はまだキヤサリーンもその子, EugeneJr.も健在であった｡別
れたとは言え, 2人に対しての遠慮からとも推察できる｡執筆の頃のオ
ニールの手紙を読むと作品において自分自身の言葉で次のように説明して
いる｡ ｢1912年まで遡って4人家族の生活を書く｡その1日では家族のす
べての過去が呼び起こされ,家族の相互関係の諸相を決り出す出来事が起
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こる｡終幕の時も,彼らはまだお互いの過去に縛り付けられ罪の意識に苦
しむと同時に無実でもあり,お互いを軽蔑し,愛し,憐れみ,理解しなが
17)
らなお決して理解し得ないことを運命づけられている｣｡彼自身,この頃
のブロードウェイが退廃的であることを嘆きプロヴイスタン時代(小劇
場)を懐かしく思い出している｡自分自身が不健康であると同時に世界危
機のペシミズムの状況下にあることにも失望している｡このような厳しい
状況の中でも劇作品への情熱は衰えなかったようである｡
劇は家族の中で繰り広げられる愛憎が中心となっているようであるが,
単なる家庭劇と呼べるような小さな世界観ではなく,そこにはアイリッ
シュとしての血統の流れを感じるものがある｡ここでオニールがQuinn
に宛てた手紙で有名な言葉を思い出す｡
`Ⅰ'm always acutely conscious of the Force behind - Fate, God, our
biological past creating our present, whatever one calls it - Mys-
18)
tery certainly.'
ここで言われる｢背後の力｣とはオニール自身の運命観を捉えたもので
あるが,この｢背後の力｣に無意識にもアイリッシュとしての血統を感じ
ていたことは言うまでもない｡
エドモンド以外の家族は,アイリッシュとしての血統を受け継ぎアメリ
カで同化することに苦しみ腕く｡エドモンド以外の家族たちはお互いを軽
蔑し,愛し,憐れみ,理解し合うが理解し得ないことを宿命づけられてい
るように見える｡父タイロン,母メアリー,兄ジェイミ-は3人とも攻撃
し合い,許し合うという反復の中にいる｡お互いを見つめ合うということ
をしない｡劇中エドモンドは,父,母,兄と対立をするが,そのままでは,
終わっていない理解をしようと試みる｡エドモンドと母の関係は,互いに
病を抱えている設定である｡第3幕は,母とエドモンドのやりとりが多い
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場面である｡メアリーはエドモンドの病気を認めたくない,これは自分自
身のモルヒネ中毒の症状も認めたくない気持ちと通じるものである｡
Edmund: Listen Mama! ….Ⅰ've got to go to a sanatorium.
Mary: Go away? (Violently) No! I won't have it!
Edmund: Mama! Don't!
All this talk about loving me - and you won't even listen
when I try to tell you how sick -
Mary: You're so like your father, dear. You love to make a scene out
of nothing so you can be dramatic and traglC.
Edmund: It's pretty hard to take at times, having a dope fiend f♭r a
mother!　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(787 - 788)
エドモンドが｢自分は結核で療養所行き｣だと宣言するとメアリーは
｢いいえ,駄目です!私が許しません!｣と狂わんばかりに叫ぶ｡メア
リーはエドモンドの結核のことを受け止めるのか怖いのである｡エドモン
ドがメアリーに対して｢僕が可愛い,大事と言うくせに,あなたは聞こう
ともしないじゃないか｣と強く反発する｡メアリーは｢お前はお父さん
そっくりだね｡何でもないことに大騒ぎして,大げさな悲劇に仕立てあげ,
いいところを見せたがる｣と険しく,厳しい口調で言う｡憎々しい口調で
母を呪みつける｡ついに強烈な言葉を母に向ける｡ ｢ときどきやりきれな
くなるよ!麻薬中毒のおふくろなんか!｣と吐き捨てるように言う｡そし
て忽ち後悔し,居た堪らなくなって出て行く｡
その後,夫にメアリーは自分で｢私が悪いんだ｡あの子を生んだのが間
違いなんだ｡ ･ ･ ･母親が麻薬中毒だなんて知らされずにすんだの
よ･ ･ ･｣と自分で麻薬中毒であることを認める｡
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Mary:...And it will be my fault. I should never have borne him. It
would have been better f♭r his sake. I could never hurt him
then. He wouldn't have had to know his mother was a dope
fiend - and hate her!　　　　　　　　　　　　　　　　(790)
3幕のエドモンドとメアリーの遣り取りから,母との対立を起こしなが
らも母性を求める｡母に槌りたいが槌れないもどかしさ切なさが痛いほど
読み取れる箇所である｡それはメアリーにも言えることである｡息子への
深い愛情を抱きながらも表すことができない｡
4幕でエドモンドは母の心の内を語る｡
Edmund: ‥.The hardest thing to take is the blank wall she builds
around her. Or it's more like a bank of fわg ln Which she
hides and loses herself. Deliberately, that's the hell or it! …
It's as if, in spite ofloving us, she hated us!　　　(801)
家族の中で一番エドモンドが母の苦しさを理解していたと言える｡しか
し,エドモンドは自分の病から逃げることはしない｡病と向き合う姿勢が
見える｡兄ジェイミ-の言葉はエドモンドの本質を突いている｡父親はエ
ドモンドが堕落したのはジェイミ-の悪影響のためだと責める場面である｡
Jamie: …His quietness fわols people into thinking they can do what
they like with him. But he's stubborn as hell inside and what
he does is what he wants to do, and to hell with anyone else!
(733)
家族の中でジェイミ-が一番エドモンドのことを理解していたようだ｡
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だからこそ,エドモンドは母にも病と向き合わせたかったのである｡
Edmund: She'll be nothing but a ghost haunting the past by this time.
Back befわre I was born.　　　　　　　　　　　　　　(800)
これは息子の力でも過去に戻った母メアリーを連れ戻すことはできない
嘆きの告白である｡
第4幕では父タイロンとエドモンドは互いに向き合うことができる｡し
かし,母の時と同様,対立から始まっている｡母メアリーを麻薬中毒にし
たのは,やはり父の寄寓癖にあると詰める｡これはアイリッシュの血統と
の対立ともとれる｡タイロンの苦労は息子エドモンドには理解できないの
である｡しかし,父が自分の幼少時代の頃を語り始めた時,互いに心が通
い始めるのである｡エドモンドも自分の思い出話を語るようになる｡次の
エドモンドの台詞はオニールの劇作品の底流に流れている運命観を言い表
している｡象徴的に海を使って永遠の生命,自己を思わせる詩的な表現で
ある｡
Edmund:.･･I dissolved in the sea, became white sails and flying spray,
became beauty and rhythm, became moonlight and the ship
andthe highdim-starred sky! I belonged, without past or fu-
ture, Within peace and unity and a wild joy, Within some-
thing greaterthan my own life, or the life of Man, to Life it-
self! …It was a great mistake, my being born a man, I would
have been much more successful as a sea gull or a fish.Asit
is, I will always be a stranger who never feels at home, who
does not really want and is not really wanted, who can never
belong, who must always be a little in love with death!
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(811-812)
劇作家オニール自身が最も苦悩した青年時代を示す言葉とも捉えること
ができる｡死と向き合う中で,超越した何かを見出したことが伺える｡そ
の得体の知れない何かは,劇作家-の道標となる要素の一つになったこと
は明白である｡父との対立を経ての和解は祖先アイリッシュとの融和とも
受け取れることができる｡
エドモンドは兄のようなメフィスト的冷笑によって自らを破滅に陥れよ
うとはしない｡父,母,兄のようにアイリッシュの民族意識に沈潜するこ
とはない｡いつも安住の地を求めながら自己と向き合いながら生き続ける｡
エドモンドにとっての｢安住の地｣は,アイリッシュ･アメリカンとして
アメリカに求める以外にはなかったのである｡オニールは息子のユージ
ン･ジュニアに次のように語ったと言われている｡ ｢私のことを何よりも
説き明かすのは,私がアイルランド系だということだ｡奇妙なことに,
私と私の作品を説き明かそうと書く人たちがみなそれを見逃している
19)
ことだ｡｣
オニール自身アイルランドとしての家系を重視しているのはこの言葉か
らも明白である｡エドモンドには民族意識を超越したアイリッシュとの融
合への歩みが表れている｡それはアイルランド移民がアメリカ社会に融合
していく過程でのアイデンティティーの表れとも捉えることができるので
はないだろうか｡
Ⅲ　結論
この作品はオニール50歳の年, 1939年初夏に書き始められ1940年9月に
一応の完成を見たが,さらに手を加え1941年7月に脱稿して妻カーロツタ
に捧げられた｡これは作品の扉に書かれたI--文からも明らかである｡ ｢妻
よ,この劇の草稿をおまえに捧げよう｡血と涙が書いた,古い悲しみの劇
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だ｡ ･ ･ ･お前の愛情と優しさこそが,私に愛そのものに対する信頼を与
えてくれ,ついに私の死者たちを直視しこの劇を苦く勇気を与えてくれた
のだ｡そして私は亡霊に取り付かれた4人のタイロン家の人々に対し
深い憐れみと理解,そして寛恕の心を抱きつつ,この劇を書くことが
2〔))
できた｣オニールは自己の精神の原点とも言える1912年に思いを馳せたの
かも知れない｡
カーロツタの思い出話によると, ･ ･ ･忘れられないのはある晩Gene
が暖炉の火をじっと見つめながら, ｢私は今家族の骨が-それぞれ別個
に-味わった地獄の苦しみを考えているんだ｣と言った時のことです｡
彼がこの劇を書き出した時,彼が毎日,自分の書いたものによって拷問を
受けているのを見守るのはとても不思議な経験でした｡彼は一日が終わる
と痩せ衰え,時には泣きながら書斎から出て来たものです｡彼の眼は真赤
21)
になっていて,彼は朝書斎に入った時よりも十は老けて見えました｣｡こ
の妻の言葉からも如何にオニール自身が家族,さらには祖先にまで遡り真
実を描こうとしたかが理解できる｡
｢私劇｣なのでオニールは自分の死後25年経つまでは,この作品を公開
せぬよう妻に遺言して死んだ｡だが,カーロツタは敢て,これに逆らいこ
の劇の原稿をイェ-ル大学に寄贈した｡その後,ホセ･キンテロ(Jos6
Quintero)により上演され,オニールとしては4度目のビューリッツアー
22)
賞が死後授与され以後世界各国で上演され大評判となった｡自伝劇として
アメリカ演劇の歴史上にも残る名作であることは間違いない｡日本でも
23)
2000年に上演され高い評価を得た｡構造上も見事に古典劇の三一致の法則
を使っている｡午前8時半頃から同じ日の真夜中までの時間設定の中で舞
台は進行する｡タイロン一家の人々の言動,行動を中心に我々観客はある
一目ではなくオニール一族が歩んだアイリッシュ移民としての長い歴史ま
でを垣間見ることができる｡本論でも述べたようにタイロン一家の社会的
階層は二面的な階層をもつ｡二面性ではあるが根底には民族としての共通
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のプライドを持っていることは明らかである｡
二面的な階層(ブラック･アイリッシュとレースカーテン･アイリッ
シュ)をもつ社会的階層を土台とし,彼らの複雑な心理的深層構造を分析
した｡その社会的階層が,集合的無意識,個人的無意識を媒介として日常
の行動,言動に表れていく｡特に,家族4人がもつアイリッシュとしての
無意識層を媒介として表われ,自己否定,自己矛盾を起こしながら複雑な
行動様式をとる｡さらに4人はそれらの階層を経てアイリッシュとしての
多様なアイデンティティーを表すのである｡
メアリーの苦しみ,タイロンの後悔,ジェイミ-の放蕩,エドモンドの
柄,これら4人の状況はすべて社会的階層構造と繋がるものである｡オ
ニールはこれまで登場人物の探層構造つまり,個人的無意識層,集合的無
意識層,超意識層の悲劇的,喜劇的表現などを舞台上に表す事に心血を注
いで来た｡ Journeyにおいては複雑な社会的階層構造を根底に置きそれ
を介することによって舞台上に探層構造を表現しようとした｡社会的階層
構造の解明は彼自身のルーツを辿る長い旅路であり,それと同時に偉大な
劇作家オニールを生み出した証とも言えるのではないだろうか｡
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